
（単位：円）

収入の部

科目 金額

学生生徒等納入金収入 221,995,230

手数料収入 4,333,200

補助金収入 7,296,600

付随事業・収益事業収入 732,411

受取利息・配当金収入 2,059

雑収入 6,529,069

前受金収入 209,613,788

その他の収入 101,109,898

資金収入調整勘定 △ 223,661,290

前年度繰越支払資金 439,283,855

収入の部合計 767,234,820

支出の部

科目 金額

人件費支出 159,625,133

経費支出 89,834,223

施設関係支出 48,960,000

設備関係支出 862,400

その他の支出 100,898,430

資金支出調整勘定 △ 1,925,689

翌年度繰越支払資金 368,980,323

支出の部合計 767,234,820

資金収支計算書

平成31年4月1日から令和2年3月31日



（単位：円）

科目 金額

学生生徒等納入金 221,995,230

手数料 4,333,200

経常費等補助金 7,296,600

付随事業収入 732,411

雑収入 6,529,069

教育活動収入計 240,886,510

人件費 160,033,233

経費 162,444,563

徴収不能額等 0

教育活動支出計 322,477,796

教育活動収支差額 △ 81,591,286

受取利息・配当金 2,059

その他の教育活動外収入 0

教育活動外収入計 2,059

借入金等利息 0

その他の教育活動外支出 0

教育活動外支出計 0

教育活動外収支差額 2,059

経常収支差額 △ 81,589,227

資産売却差額 0

その他の特別収入 0

特別収入計 0

資産処分差額 36,011,752

その他の特別支出 0

特別支出計 36,011,752

特別収支差額 △ 36,011,752

基本金組入前当年度収支差額 △ 117,600,979

基本金組入額合計 △ 49,822,400

当年度収支差額 △ 167,423,379

前年度繰越収支差額 △ 744,186,325

基本金取崩額 36,011,752

翌年度繰越収支差額 △ 875,597,952

（参考）

事業活動収入計（旧）帰属収入 240,888,569

事業活動支出計（旧）消費支出 358,489,548
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事業活動収支計算書

平成31年4月1日から令和2年3月31日
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（単位：円）

資産の部

科目 金額

固定資産 2,019,477,986

流動資産 385,449,743

資産の部合計 2,404,927,729

負債の部

科目 金額

固定負債 408,100

流動負債 260,571,697

負債の部合計 260,979,797

純資産の部

科目 金額

基本金 3,019,545,884

繰越収支差額 △ 875,597,952

純資産の部合計 2,143,947,932

負債及び純資産の部合計 2,404,927,729

貸借対照表

令和2年3月31日



Ⅰ　資 産 総 額 2,404,927,729 円

　　　 内　　基本財産 2,019,477,986 円

　　　　　　  運用財産 385,449,743 円

Ⅱ　負 債 総 額 260,979,797 円

Ⅲ　正 味 財 産 2,143,947,932 円

区　　　　　分

　〔1〕資　　産

　　1.基本財産 2,019,477,986 円

　　　　①土地　　　　　　　　　　　　　 518,145,672 円

　　　　②建物　　　　　　　　　　　  1,433,056,968 円

　　　　③構築物 718,075 円

　　　　④管理用機器備品 15,217,333 円

　　　　⑤教育研究用機器備品 50,809,671 円

　　　　⑥車輌 320,003 円

　　　　⑦ソフトウェア 563,742 円

　　　　⑧電話加入権 246,522 円

　　　　⑨長期貸付金 400,000 円

　　2.運用財産 385,449,743 円

　　　　①現金、預金 368,980,323 円

　　　　②未収入金 7,600,060 円

　　　　③前払金 8,869,360 円

　　　　【資産総額】 2,404,927,729 円

　〔2〕負　　債

　　1.固定負債 408,100 円

　　　　①退職給与引当金 408,100 円

　　2.流動負債 260,571,697 円

　　　　①前受金 209,613,788 円

　　　　②未払金 381,060 円

　　　　③預り金 50,576,849 円

　　　　【負債総額】 260,979,797 円

　　　　【正味財産】　(資産総額-負債総額） 2,143,947,932 円

財 　産 　目 　録

金　　　　額

令和２年３月３１日  現在



 
 
 
 
 

事業報告書 
（令和元年度） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校法人 群馬県美容学園 
 
  



Ⅰ．法人の概要 
 
（１）建学の精神 
   「美しい心と技術の調和」 
 
（２）教育目的 
【群馬県美容専門学校】 

   「本校は学校教育法に従い、美容に必要な知識と技能を授けるとともに、豊かな人間性を備えた

人材の育成を目的とする。」 
 
【ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校】 
  「本校は、学校教育法に従い、冠婚葬祭業、観光業、宿泊業、またこれらを取り巻くサービス業

界などに必要な専門知識と実践的な技能を授けるとともに、豊かな人間性を備えた人材の育成を

目的とする。」 
 
【アーツ サウンド ビジュアル専門学校】 
    「本校は、学校教育法に従い、優れた専門性と豊かな創造性を教育の基本理念とし、文化・芸術・

舞台・音響・照明・ビジュアル分野に必要な知識と技能を養成するとともに、文化的教養の向上

を図り、社会に貢献し得る人材の育成を目的とする。」 
 

（３）教育目標 
【群馬県美容専門学校】 

(1) 教養高く、知識、技能に優れ、次の世代を担う社会人としての美容技術者の育成 
(2) 科学的知識に加えて、自らの創意工夫により技術や感覚を養う能力の育成 
(3) お互いに尊重しながら、同じ目標に向かって努力する力の育成 

 
【ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校】 

(1) 教養高く、知識、技能に優れ、次の世代を担う社会人の育成 
(2) 自ら創意工夫する能力の育成 
(3) お互いに尊重しながら、同じ目標に向かって努力する力の育成 

 
【アーツ サウンド ビジュアル専門学校】 

(1) 教養高く、知識、技能に優れ、次の世代を担う社会人としての専門職業人の養成 
(2) 科学的知識に加えて、自らの創意工夫により技術や感覚を養う能力の育成 
(3) お互いに尊重しながら、同じ目標に向かって努力する力の育成 

 
１．教養高く、知識、技能に優れ、次の世代を担う社会人の養成 
２．科学的知識に加えて、自らの創意工夫により技術や感覚を養う能力の育成 
３．お互いに尊重しながら、同じ目標に向かって努力する力の育成 
 



（４）校訓 
【群馬県美容専門学校】 

  こころ（Heart）、技（Hand）、知（Head）の「３Ｈの法則」 
  １．心：「ホスピタリティ力、コミュニケーション力、協働力」のある人材の養成。 
  ２．技：「美しく（ビューティフル）、可愛いく（チャーミング）、華やか（ゴージャス）」を「正確

に、手早く」表現できる人材の養成。 
  ３．知：「専門知識、教養、企画力」ある人材の養成。 
 
  ３Ｈ（心・技・知）を均等な大きさに培うことで夢や希望に近づき、社会に貢献できる。 
 
【ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校】 
  Heart（まごころ）、Head（知識）、Hand（技能、所作）の「３Ｈの法則」 
１．Heart(まごころ) ：「ホスピタリティマインド、コミュニケーション力、チームワーク」があ

る人財の育成。 
２．Head(知識)   ：「教養、専門知識、ビジネス能力」がある人財の育成。 
３．Hand(技能、所作)：美しく、可愛く、華やかさを正確にスピーディーに表現できる人財の育

成。 
※「人財」造語：才能があり、役に立ち、必要とされる貴重な財産となる人 

 
３Ｈ（まごころ・知識・技能、所作）をバランス良く学ぶことで、総合力が身につき、社会

に貢献できる有用な人財になれるという法則です。 
  
【アーツ サウンド ビジュアル専門学校】 
  ３Ｈの法則（バランスの取れた３つのＨを備えた人材の育成） 

Heart：「ホスピタリティマインド、コミュニケーション能力、チームワーク」まご 
ころ 

Hand：「安全、正確、スピーディ」所作 
Head：「教養、専門知識、ビジネス感覚」知識 

 

３H の法則（バランスの取れた 3 つの H を備えた人材の育成） 

Heart：「ホスピタリティマインド、コミュニケーション能力、チームワーク」まごころ 

Hand：「安全、正確、スピーディ」所作 

Head：「教養、専門知識、ビジネス感覚」知識 

 
（５）学園、学校の沿革 

昭和２９年  財団法人 群馬県高等理容美容学校設立認可 

昭和３３年  財団法人 群馬県高等美容学校設立認可 

各種学校群馬県知事認可 

財団法人 群馬県高等美容学校厚生大臣指定認可 



【定員  昼間 100 名  通信 200 名】 

昭和４２年  財団法人 群馬県高等美容学校厚生大臣定員指定 

【定員  昼間 200 名  通信 400 名】 

昭和５６年  財団法人 群馬県美容高等専修学校設置 群馬県知事認可 

【定員 美容高等課程 200 名  別科 400 名】 

平成  ９年  学校法人群馬県美容学園設立 

平成１０年  群馬県美容専門学校 群馬県知事認可 

【定員 美容専門課程 400 名 別科 240 名】 

厚生大臣指定養成課程及び定員指定 

【定員 昼間課程 400名 通信課程 240 名】 

  平成１１年  現在地に新校舎移転 

  平成２０年  群馬県美容専門学校 新学科設置  

トータルビューティー科 【定員 女子 120名】 

         新学科設置に伴い校舎およびホール増設 

  平成２２年  群馬ブライダルビジネス専門学校 群馬県知事認可 

         ブライダルスペシャリスト学科設置 【定員 商業実務専門課程 80 名】 

  平成２３年  群馬県美容専門学校 新学科設置  

ビューティースタイリスト学科  【定員 男女 60 名】 

         エステティック学科  【定員 女子 60 名】 

  平成２８年  群馬県美容専門学校 新学科設置  

ビューティテクニカル学科 【定員 男女 40名】 

平成２８年  アーツ サウンド ビジュアル専門学校 群馬県知事認可 

       文化･教養専門課程  舞台音響照明学科 【定員 男女 40 名】  

ビジュアル・サウンド学科 【定員 男女 40名】 

ライブ･イベント学科 【定員 男女 40 名】 

平成２９年  群馬県美容専門学校 新学科設置  

サスーン スクールシップ ヘアスタイリスト学科 【定員 男女 80 名】 

    平成３０年  群馬ブライダルビジネス専門学校 

         ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校に 4 月校名変更 

 

（６）設置する学校、課程、学科等 
【群馬県美容専門学校】 
 所在地： 〒371-0006 群馬県前橋市石関町 136-1 
 代表者： 理事長 松本一郎  学校長 住谷知彦 
 課程等： 美容専門課程 美容師学科 2 年制 
             サスーン スクールシップ ヘアスタイリスト学科 2 年制 
             ビューティスタイリスト学科 2 年制 
             エステティック学科 2 年制 
             ビューティテクニカル学科 1 年制 
      理容修得課程 理容修得者学科 1 年制 



【ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校】 
 所在地： 〒371-0006 群馬県前橋市石関町 136-1 
 代表者： 理事長 松本一郎  学校長 住谷知彦 
 課程等： 商業実務専門課程 ウェディングプランナー学科 2 年制 
               ホテル・旅館・リゾート学科 2 年制 
               葬祭ディレクター学科 2 年制 
 
【アーツ サウンド ビジュアル専門学校】 
 所在地： 〒371-0006 群馬県前橋市石関町 136-1 
 代表者： 理事長 松本一郎  学校長 住谷知彦 
 課程等： 文化・教養専門課程 舞台音響照明学科 2 年制 
                ビジュアル・ムービークリエイター学科 2 年制 
                ライブ・イベントプランナー学科 2 年制 
              

（７）学生数状況 

学科名、入学定員数、入学者数、在学総数 

 

【群馬県美容専門学校】 
R1.5.1 現在 

学科名 入学定員 入学者数 在学総数 
美容師学科 80 名 53 名 92 名 
サスーン スクールシップ ヘアスタイリスト学科 20 名 9 名 19 名 
エステティック学科 ― ― 2 名 
ビューティスタイリスト学科 40 名 19 名 26 名 
ビューティテクニカル学科 20 名 1 名 1 名 
理容修得者学科 20 名 0 名 0 名 

※エステティック学科は、令和元年度募集停止 
 
【ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校】 

R1.5.1 現在 

学科名 入学定員 入学者数 在学総数 
ウェディングプランナー学科（旧：

ブライダル・ウエディング学科） 
20 名 8 名 16 名 

ホテル・旅館・リゾート学科 10 名 0 名 3 名 
葬祭ディレクター学科 10 名 1 名 1 名 

 
 
 
 
 



【アーツ サウンド ビジュアル専門学校】 
R1.5.1 現在 

学科名 入学定員 入学者数 在学総数 
舞台音響照明学科 20 名 10 名 24 名 
ビジュアル・ムービークリエイター学

科（旧：ビジュアル・サウンド学科） 
10 名 1 名 3 名 

ライブ・イベントプランナー学科 
（旧：ライブ・イベント学科） 

10 名 6 名 6 名 

（７）役員の概要 

R1.5.1 現在 

区 分 氏 名 
任 期 

年月～年月 
学外者 

理 事 長 松本 一郎 
平30.6 

～令3.5 
〇 

副理事長 富岡 町子 〃 〇 

専務理事 金杉 幸彦 〃 〇 

理  事 

石川 實 〃 〇 

竹内 昌子 〃 〇 

井上 和茂 〃 〇 

下田アイ子 〃 〇 

長谷川 一二 〃 〇 

大澤 芳雄 〃 〇 

石川 重人 〃 〇 

勅使河原 泰代 〃 〇 

上岡 克明 〃 〇 

新井 俊次 〃 〇 

佐藤 満男 〃 〇 

松本 潤 〃 〇 

金子 好雄 〃 〇 

堀口 達也 〃 〇 

町田 仁一 〃 〇 

黛 博美 〃 〇 
 

立川 弘一 〃 〇 
 

石田 榮男 〃 〇 
 

住谷 知彦 〃  



（８）教職員の概要 
 R1.5.1 現在 

学校長 
事務 

局長 

広報部

長代理 

広報等

職員 
事務員 

教務 

部長 

教務部

長代理 

教務 

課長 

教員 

(専任) 

教員 

(兼任) 
合計 

1 名 1 名 1 名 1 名 3 名 2 名 1 名 2 名 11 名 36 名 59 名 

 
Ⅱ．事業の概要 
 
（１） 事業の概要 

本学園は、平成 9 年に学校法人を設立してから 21 年が経過いたしました。群馬県美容専門学校

1 校からスタートし、現在ではウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校、アーツ サウンド 
ビジュアル専門学校の 2 校も設置し 3 校を有しています。本学園の建学の精神を教育目標とし

て、各校の関係業界と社会に貢献できるよう、専門知識と実践的な技能を授けるとともに、豊か

な人間性を備えた人材の育成に努めております。 
 

（２） 主な事業の目的・計画 
①教育活動に関する計画指針 
◆カリキュラム策定 
  美容師養成施設指定規則又は、専修学校設置基準に従い、適正な時間割を作成する。さら

に美容業界、ブライダル業界、舞台・音響・照明・映像関係業界からの人材ニーズを把握

した適正な時間割を作成し運営を行う。また、全学科ともに最新の技術やニーズに対応し、

定期的に教育計画全体の見直しを行う。 
◆授業の評価と改善 
  年間授業計画（シラバス）を作成し、その内容に沿って授業を進める。 
  授業内容は、科目ごとに学生からの評価アンケート調査を実施して授業改善に努める。 
◆国家資格、公的資格、民間資格及び検定 
  美容師学科・サスーンスクールシップヘアスタイリスト学科では、2 年後の美容師国家試

験受験に向けて、組織的・体系的に指導を行って合格率 100％を目指す。また、全学・全

学科で美容系・ビジネス系・教養系・技術系の公的資格、民間資格及び検定についても正

課授業のほか課外授業を設け支援・指導する。 
◆教員 
  教員のスキル基準を規定し、定期的に評価する。習熟教員あるいは外部講師により専門技

術分野に応じた技術向上の研修及び教師力・指導力の教示向上の研修を行い、研修機関等

へ派遣するなど資質の向上を図る。 
◆コンクールへの参加 

群馬県美容専門学校では、日頃の教育効果を披露し、学生に技術に対する自信と社会参加

による喜びを与え、美容に携わるものの心構えを学ぶため、美容コンクールの見学をさせ、

積極的に参加もさせる。 



さらに、ロンドンのサスーンアカデミーとの提携（サスーンスクールシップ 県内一校）

により、サスーンの技術の導入はもちろん、サスーン主催のコンクール出場も目指す。 
（群馬県美容技術大会 学生の部、全国理容美容学生技術大会、日本美容技術振興センタ

ー主催コンペティション、サスーンスクールシップ スチューデントカットコンテスト、

全国理美容学校メイクアップ選手権、各種フォトコン、その他） 
◆合同イベント 

群馬県美容専門学校・ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校・アーツ サウンド ビ
ジュアル専門学校の三校において、学生が日頃の成果を表現する場として合同のイベント

を開催し、グループで作品を作ることにより、協力して創作する力をつけ、楽しさも経験

させる。また、学外にも広報して来場していただき、すばらしい学園であることをアピー

ルする。 
◆校外研修・海外研修 

学生の見聞を広め団体行動のうちに社会性を身につけさせるために、校外研修を行う。ま

た国際感覚豊かな人材を育成するために、海外に於いて技能の研修を受け、歴史的建造物

や美 術館を見学する機会を作る。 
 
②教育効果に関する計画指針 
◆資格取得率の向上 
  学科別に目標資格を定め、入学から卒業までの間に取得できるように長期的な計画を立て、

組織的・体系的な指導を行う。 
◆就職率の向上 
  求人情報を公開するとともに就職説明会等を実施して学生支援に万全を期す。 
◆学生指導による退学率の低減 
  クラス担任制度により、学生一人一人の修学状況を把握・管理する。また、問題を抱える

学生を早期に発見し、休退学に至るのを防止する。きめ細かい指導を行って退学率の低減

に努める。 
◆在校生等の社会的活動 
  授業の一環として特別養護老人ホームなどで美容施術によるボランティア活動や高校な

どでの職業教育活動、地域のスポーツやボランティア、イベント等へ積極的に参加し社会

貢献を行う。 
  教育成果の一環として、群馬県美容専門学校では、在校生の美容技術大会への参加の奨励。

3 校合同で行うショーの開催においては、各校が役割を担い演出、構成、ヘアメイク等全

てを学生が手掛けることが可能で、作品発表の場を設け保護者をはじめ一般にも公開する。 
 
③学生の支援に関する計画指針 
◆生活指導 
・人間形成 

人格や教養は長年の経験と学習が積み重なって、形成されるものである。知性の啓発はも

ちろん、毎日の生活指導や接遇、介助、マナー等の授業を通して、他人を愛し尊ぶ心や、

自分自身を尊ぶ心、創造を喜ぶ心を育てるとともに、社会に貢献する人間としての心構え



を学ばせる。 
・家庭との連携 

１８歳以上の学生で、自己力で健全な生活が出来る年齢ではあるが、必要に応じて家庭と

の連絡や話し合いを行う。 
◆学生の健康管理 
  学生健康管理規定及び学校保険法に基づき、年一度の健康診断による健康管理を行う。 
◆学生の災害傷害 

学校管理下にある場合等の不慮の事故（正課授業、学校主催の行事、学内休憩時間、課外

活動、通学、学校施設等相互間の移動、実習、通学中の損害事故）に対応した保険に加入

する。 
 
④教育環境に関する計画指針 

3 校が同じ敷地で学んでいるため、校内外の施設・設備におけるメンテナンスをさらに強

化し、定期的な点検等と行うことでより良い教育環境の態勢を整える。また、防災に対す

る体制についても、消防計画等に基づき、合同消防訓練も実施して万全を期す。 
学外実習は、就業のミスマッチをなくすため、インターンシップを実施する。 
教育機器を有効活用し、プロジェクター、ビデオ等の教育機器を利用し、感性の育成に、

教育効果の向上に、また就職活動や最新情報の取得に有効に活用する。 
 
⑤学生の募集と受け入れに関する計画指針 
◆学生募集活動 

ＷＥＢサイト、テレビ、ラジオ、ポスター、チラシ、新聞広告、看板、地域に密着した広

報媒体の活用や関係業界団体にも協力を得て、学生募集を幅広く実施する。また、学校訪

問も積極的に実施し、受験希望者や進路担当の先生に対して直接説明を行う。また、受験

希望者へ直接説明の機会がある代理店による高等学校説明会、会場ガイダンスにも積極的

に参加し募集にあたる。 
◆受験状況 

受検者の減少により現状としては厳しい状況が続いているが、入試の実施日程や各受検日

程の延長、また学生支援制度の幅を広げる等、今後一人でも多くの受験者を獲得できるよ

う努力していく。 
◆オープンキャンパス・学校説明会・学校見学会 

志望者及び保護者等に対して、カリキュラムの説明、実技体験、模擬授業、施設見学、個

別指導を実施、有意義なオープンキャンパス・学校説明会・学校見学会になるよう努めて

いく。 
◆入学試験 

入学試験にあたって入学試験規定に基づき、公正な試験及び入学判定を行う。 
 
⑥学校運営と財務に関する計画指針 
◆学校運営 

教育理念及び教育目標を実現するために、部課長会議を開催し、学校運営に関する事項に



ついて報告・協議を行って運営方針を決定していく。 
〔運営方針〕 

1 学生の主体的学習を援助し、期待される美容人として活躍ができる人格を涵養すること 
2 学生に学習の到達度目標を明確に示し、必要な知識及び技術の定着を図ること 
3 教員研修で得られたノウハウを、教育の現場にフィードバックし教示内容の充実を図る 
こと 

4 学校施設等を活用し、教員の技術水準の向上を図ると共に学生の技術教育に活かすこと 
5 国家試験（美容師学科・サスーンスクールシップヘアスタイリスト学科）・国家検定（ウェ

ディング・ホテル＆ツーリズム専門学校・アーツ サウンド ビジュアル専門学校）の合格

率目標を 100％とすること 
6 学内及び学外での研究の充実を図り、学科教育での学力向上に結びつく実践的な協議を積

み上げ教科指導に生かすこと 
7 実践教育プログラムの充実と効率的実施を図ること 
8 その他 
また、各学科においても定期的に部長または部長代理・課長及び教職員会議を行って、教

職員間のコミュニケーションを図り、学校運営が円滑に行われるよう連携強化を図る。 
〔財務〕 

  私立学校法における財務情報を積極的に公開していく。 
 
⑧法令等の遵守に関する計画指針 
◆本校におけるコンプライアンス 
  学園本部に法律の専門家、労務の専門家を顧問として配置し、新制度や規則の制定、各種

届出などの際に二重チェックを行うなど、法令等を遵守する体制を構築し、運用の適切性

を検証する 
◆個人情報保護の対策 
  すべての個人情報の取り扱いを厳密に定め、運用する。 
◆自己点検・自己評価の実施 
  平成 17 年から自主的に自己点検・評価活動の一部である授業評価を行っていたが、公表

はしていなかった。平成 20 年度からは自己点検・自己評価の実施とともに公表すること

も義務化されたことから、今後も積極的に公開していく。 
◆学校関係者評価の実施 
  職業実践専門課程における学校関係者評価を実施し、本校における自己点検・自己評価に

基づき関連企業の方達に学校を評価して頂く。また、これらの情報は積極的に公表してい

く。 
 

（３） 主な事業の進捗状況 
① 教育活動 

群馬県美容専門学校では、令和元年度も美容師国家試験をはじめとして様々な資格取得に挑戦

しており、多くの大会・コンテスト等にも参加しています。その成果としては、「全国理容美容

学生技術大会関東地区大会」美容アップスタイル部門優秀賞 2 名・敢闘賞 2 名、ヘアデザイン



画部門優秀賞 3 名・敢闘賞 1 名、ワインディング部門優秀賞 1 名、カット部門優秀賞 1 名。

「サスーンスクールシップ スチューデントヘアカットコンテスト」全国 6 位入賞 1 名。東京

ネイルエキスポ 2019「全日本ネイリスト選手権」関東大会スチューデント部門ネイルケア入

賞 2 位 1 名・4 位 1 名。「全国理美容学校 kawaii 選手権大会」決勝大会のかわいいウェディン

グ部門において準優秀賞 1 名。「2019 キャラクターフォトコンテスト」敢闘賞 1 名。「ユーカ

リジャパンデザイナーズアワード 2019」サロン賞 2 名。このように学生たちの努力が実を結

び、各部門で優秀な成績を収めております。 
また、群馬県内のイベント会場等で開催されるショーでのヘアメイク担当や、老人ホーム等の

施設や献血ブースにおけるエステ・ネイル等のボランティア活動にも積極的に参加し、地域貢

献への意識を高めております。 
さらに、「CIDESCO（シデスコ）」の国際認定校となった本校において、エステティック学科

では、シデスコインターナショナル・エステティシャン試験を受験し、全員が合格することが

できました。 
ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校は、各学科ごとに様々な資格取得や校外研修を実

施しています。資格取得では、ブライダルコーディネート技能検定、レストランサービス技能

検定、フラワー装飾技能検定の 3 つの国家検定や、認定ウェディングスペシャリストの取得の

他、ドレスコーディネーター検定等の専門分野の資格取得に挑戦し、高い合格率を維持してお

ります。また、産学連携のテーブルマナー＆レストランサービス研修を実施するなど、内容の

濃い実習を行っております。 
アーツ サウンド ビジュアル専門学校は、机上の学習のみならず音楽祭やイベント会場、結婚

式場等において、音響・照明スタッフとして実際の現場を見て触れることで技術を修得し、各

施設における研修や講義を受けることで幅広い知識の修得も行っております。2 年次には、舞

台機構調整技能士の国家検定受験が行われる他、新たに教育課程編成委員のご意見を取り入れ、

フルハーネス、玉掛技能、電気取扱業務等の実務に沿った資格、技能習得を目指しております。 
更に、教員の資質向上についても、外部研修への参加を推奨しており、学内においても積極的

に研修会を実施している。教員ここが職責の自覚のもと、一層の自己研鑽に努めている。 
② 教育効果 

3 校とも例年実施している群馬県内のイベント会場等で開催されるショーでのヘアメイク担当

や、老人 ホーム等の施設におけるエステ・ネイル等のボランティア活動、ステージ・イベン

トスタッフ系ボランティアにも積極的に参加。学生課外活動は社会・地域貢献だけに留まらず、

学外での実地研修としても貴重な学習の機会であり、今後も重視して取り組む。 

また、3 校合同で行うイベントや研修を増やしたことにより、創造力豊かな学生たちのあらゆ

るアイデアや技術が集結し団結力が生まれるとともに、各校の学生がそれぞれの役割を分担す

ることで、より有意義な授業を行うことが出来ました。就職についても、各校とも校内での就

職ガイダンスや企業説明会等への参加や学生自ら行う情報収集を積極的に促した結果、高い就

職率を維持することができた。 
③ 学生の支援 

全学生対象の健康診断において学生の健康管理を行っている他、メンタル面のカバーとして、

個々の学生相談を各担任が定期的に行い、場合によっては保護者との連携を行いながら早期問

題解決に努めた。 



また、学生の災害傷害保険にも加入し、万が一の事故にも対応できる体制を整備している。 
④ 教育環境 

専門性の高い実習が多いため、施設・設備・機材関連が充実しており、定期的に管理・点検が

行われている。防災対策に関しても、年に 1 階は避難訓練を実施し、消防計画、地震対策措置

の周知徹底に努めた。海外研修やインターンシップ、校外実習などを積極的に行うことで企業

実習を有効に活用し、即戦力として活躍できる人材を育成する教育環境を更に充実させていく。 
⑤ 学生の募集と受け入れ 

学生の受け入れ募集に関しては、少子化の影響や本学園該当分野における業界の波もあり伸び

悩んでいる面もあるが、入学希望者に向けた本学園 3 校の特色、目指すキャリア、学科・コー

ス設定、学費、教材費といった点は校内オープンキャンパス、校外ガイダンスにおいても適切

に理解されていると感じている。特に各学校での多彩な学科・コース設定でのカリキュラム・

取得可能資格の際においては卒業後の仕事選択においても重要な事項となり、なお一層の浸透

を図る必要がある。また、入学時に交わされる文書等も慎重に管理を行い、適切に取り扱って

いる。 
⑥ 学校運営と財務 

学校運営における組織の整備を行い、事業計画、情報システム化、コンプライアンス体制の構

築に努めた。適時、マネジメントレビューを実施し現状確認、分析、見直し、改善を図ってい

く。運営組織や意思決定機能については、学生便覧に示され円滑に運営されている。また、定

期的に管理者会議や教職員会議を行うことにより、教職員一同で情報の共有化を図り、学生や

保護者、その他利害関係者からの対応及び信頼関係を構築居ていく。 
財務については、年 2 回行われ監査が行われ、監査報告書を作成し適正に行っている。財務諸

表を 5 月に行われる評議委員会、理事会で公表を行いその後はホームページにて広く一般に公

表もしている。 
⑦ 法令等の遵守に関する計画 

個人情報については、本学園の特定個人情報取扱規定に則り、適正に保護対策が取られ、ネット

ワーク上のセキュリティ対策も行っている。また、各種文書の管理についても本学園の文書管理

規定に則り適正に管理している。 
本学園では、専修学校設置基準及び各種法令を遵守し、学校運営が適正に行われており、法令の

改正等にあたっても素早く対処している。法令の遵守は全教職員とも当然の義務と認識してお

り、共通の認識として深く浸透している。 
自己点検・評価や内部監査に基づき提案された問題点や改善点は、法令を遵守し早急に対応でき

る体制を確立している。また、自己点検・評価についてホームページにて好評を行っている。 
 
（４） 施設の状況 
所在地 施設名等 面積 
群馬県前橋市石関町 136-1 群馬県美容専門学校 校舎 

ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校 

校舎 
アーツ サウンド ビジュアル専門学校 校舎 

8706.11 ㎡ 

 



Ⅲ．財務の概要 
 

 

（単位：円）

収入の部

科目 金額

学生生徒等納入金収入 221,995,230

手数料収入 4,333,200

補助金収入 7,296,600

付随事業・収益事業収入 732,411

受取利息・配当金収入 2,059

雑収入 6,529,069

前受金収入 209,613,788

その他の収入 101,109,898

資金収入調整勘定 △ 223,661,290

前年度繰越支払資金 439,283,855

収入の部合計 767,234,820

支出の部

科目 金額

人件費支出 159,625,133

経費支出 89,834,223

施設関係支出 48,960,000

設備関係支出 862,400

その他の支出 100,898,430

資金支出調整勘定 △ 1,925,689

翌年度繰越支払資金 368,980,323

支出の部合計 767,234,820

資金収支計算書

平成31年4月1日から令和2年3月31日



 

（単位：円）

科目 金額

学生生徒等納入金 221,995,230

手数料 4,333,200

経常費等補助金 7,296,600

付随事業収入 732,411

雑収入 6,529,069

教育活動収入計 240,886,510

人件費 160,033,233

経費 162,444,563

徴収不能額等 0

教育活動支出計 322,477,796

教育活動収支差額 △ 81,591,286

受取利息・配当金 2,059

その他の教育活動外収入 0

教育活動外収入計 2,059

借入金等利息 0

その他の教育活動外支出 0

教育活動外支出計 0

教育活動外収支差額 2,059

経常収支差額 △ 81,589,227

資産売却差額 0

その他の特別収入 0

特別収入計 0

資産処分差額 36,011,752

その他の特別支出 0

特別支出計 36,011,752

特別収支差額 △ 36,011,752

基本金組入前当年度収支差額 △ 117,600,979

基本金組入額合計 △ 49,822,400

当年度収支差額 △ 167,423,379

前年度繰越収支差額 △ 744,186,325

基本金取崩額 36,011,752

翌年度繰越収支差額 △ 875,597,952

（参考）

事業活動収入計（旧）帰属収入 240,888,569

事業活動支出計（旧）消費支出 358,489,548

事業活動収支計算書

平成31年4月1日から令和2年3月31日

事
業
活
動
収
入
の
部

事

業

活

動

支

出

の

部

教
育
活
動
収
支

事

業

活

動

支

出

の

部

教
育
活
動
外
収
支

事

業

活

動

収

入

の

部

事

業

活

動

支

出

の

部

特
別
収
支

事

業

活

動

収

入

の

部



 

（単位：円）

資産の部

科目 金額

固定資産 2,019,477,986

流動資産 385,449,743

資産の部合計 2,404,927,729

負債の部

科目 金額

固定負債 408,100

流動負債 260,571,697

負債の部合計 260,979,797

純資産の部

科目 金額

基本金 3,019,545,884

繰越収支差額 △ 875,597,952

純資産の部合計 2,143,947,932

負債及び純資産の部合計 2,404,927,729

貸借対照表

令和2年3月31日




	★①R元年度財務諸表
	資金収支
	事業活動収支
	貸借対照表
	財産目録

	★②事業報告書(学園）
	★③R元年度監査報告書

